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１はじめに－問いとしての「承認」

現在、社会理論・社会思想では、「承認」概念が現代社会把握のキー概念として注目さ

れつつある。９０年代に多文化主義（TayloretaLl994=1996）やフェミニズム（Fraser

l997二2003）の文脈で用いられ始めた承認概念は、近年、様々なテーマで論及されるよう

になってきた。たとえば、福祉国家の制度を支える価値の一つとして承認を提起する議論

（武川2007）や、労働における格差の問題を承認格差・承認不足の問題として捉える議

論（萱野2007，雨宮・萱野2008）を挙げることができるだろう(')。

とはいえ、これらにおいては、同じ承認という言葉を使っていても、法や労働など特定

の社会領域のそれに注視しがちであり、また、そもそも承認が何を意味しているのか、十

分に検討されているとは言い難い。承認は私たちにとって身近な事象であるがゆえに、あ

まり厳密に規定されず様々 な文脈で用いられているといってよい(2)。

こうした現状からすると、早くも９０年代初めにアクセル・ホネット（Honneth

l992二2003）が提唱した一次的諸関係（愛・友愛)、法権利諸関係（法権利)、価値ゲマイ

ンシャフト（連帯）という承認の３形態の考え方は、その包括性と射程の広さで際立って

いたと言えるだろう。ただ、その一方で、３形態のすべてを承認という一つの概念にまと

めることがいかにして可能なのか、そもそも承認とは何を意味しているのか、あいまいで

あったことも確かである。ホネット自身の述懐によれば、当初、承認の意味内容は主とし

て初期ヘーケルを拠り所に自明と見なされ、十分な検討を行うことはなかったという

（Honneth2003a：７)。

実際、1992年の『承認をめぐる闘争』（Honnethl992=2003）では、承認の３形態の区

別とともに、それらの承認により個々の主体には自分の能力や特‘性に関するポジティブな

意識や感情（自己関係）が生まれアイデンティティが形成されること、承認の３形態が主

体の自己実現の必要不可欠な条件であることが論じられている(3)。したがって、承認が
個々の主体に何をもたらすのか、なぜ承認が必要なのかは議論されているわけだが、しか

し、当の承認の概念それ自体の規定は必ずしも明らかではなかった。また、『承認をめぐ
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